
平成 27年 5月 27日 

メディアスエフエム番組審議会事務局 

 

メディアスエフエム第 47回番組審議会 議事録 

 

１．開催日時 

平成 27年 5月 27日（水）16時 00分から 17時 00分 

 

２．開催場所 

知多メディアスネットワーク㈱ 3階 すいせん西 

 

３．出席者 ※敬称略、五十音順 

委員）関 雅夫、下村 一夫、寺島 賀子、林 繁八、森岡 厚 

以上 5名 

事務局）加藤 誠（代表取締役社長） 

田中 成郎（常務取締役） 

大島 隆司（メディア事業部部長） 

山川 剣（メディア事業部副部長） 

和田 真由子、鈴木 隆仁（メディア事業部） 

 

４．議事内容 

（１）挨拶・・・事務局、委員 

  ・代表取締役社長 加藤 誠 

（２）報告事項・・・事務局 

・実施報告：いきいきチャンネル公開収録、子どもの日 SP inラスパ太田川, 

            春の交通安全週間 

・活動予定：メディアスエフエム inお口と歯の健康イベント 

       高校野球部紹介、全国高等学校野球選手権愛知大会 実況生中継 

  ・ＩＰサイマル放送 現状報告 

（３）番組について審議・・・委員 

  ・メディアスエフエムクラブ 

（3月 14日:至学館大学、4月 11日:日本福祉大学、4月 25日:星城大学） 

  ・その他の番組や取組みについて 

（４）審議会のお礼とまとめ・・・事務局 

    ・常務取締役 田中 成郎 



５．審議内容 

（１）番組審議  

「メディアスエフエムクラブ  

（3月 14日:至学館大学、4月 11日:日本福祉大学、4月 25日:星城大学）」 

 

 林委員／番組を聴く際には「①番組全体の魅力」 

「②役割（目的)を達成しているか」「③出演者が活き活きとしているか」の 

３点を意識して聴いている。この番組は①と②が達成できていて 

③については大学生の個性が出ていたので良いと感じた。 

収録に立ち会ったことがあるが、打ち合わせなどの事前準備に時間がかかり 

制作側の苦労を感じた。 

 

下村委員／ラジオを通じて学生の声が聴こえてくるのが新鮮だった。 

「若いノリ」だけだと思ったが、学校毎に特色が出ていて当初の印象とは違い 

面白い番組と感じた。 

 

寺島委員／学生の活き活きとした声は、「頑張っている」という印象を受け好感が持てる。 

     知らないスポーツをわかりやすく説明していたので理解しやすかった。 

     今の学生の雰囲気がそのまま番組になっていると感じた。 

     大学生活を話していた星城大学の回では、特に先輩が後輩にアドバイスを 

していたところなどは学生の内面をリアルに感じることができた。 

     大学生の親世代のリスナーが聴くと、自分の子供と重ねあわせてしまうから 

心に響くのでは？ 

 

森岡委員／プロのパーソナリティの上手にまとめられた番組とは違ったので 

はじめは少し驚いた。しかし番組の内容や話し方が悪いというわけではなく 

      忌憚ない意見も聴くことが出来るので良い番組と感じた。 

      プロではない出演者で作る番組なので、制作は大変だと思うが 

より多くの人に参加してもらいたいと感じた。 

出演者はどのように選んでいるのか？ 

 

事務局／出演者は、これまで取材で関わった方々に声をかける事が多い。 

      また、出演募集のチラシなども配布し随時希望者を募っています 

 

 

 



関委員／学生が自由に話していたので、伝えることの楽しさが伝わってきた。 

    至学館大学の回は、話しのテンポがとてもよく活動の魅力が伝わりやすかった。 

    また学生生活について先輩、後輩で話している回は学生の日常の様子が 

よくわかりとても良いと感じた。    

 

 

 次回の開催は平成 27年 8月上旬を予定 

以上 

文責：メディア事業部 鈴木 隆仁 


